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　For the purpose of identifying the roles and responsibilities of regional coordinators in revitalizing the 
period of integrated study, a questionnaire survey was conducted with regional coordinators and school 
officials working for 748 public compulsory education schools in Niigata Prefecture of Japan. 
　As a result of analyzing 228 valid samples (reply rate 31.4%, effective recovery rate 30.5%), the survey 
revealed a correlation between the satisfactory activities done by regional coordinators and the 
revitalization of the period of integrated study. In addition, regional coordinators successfully contributed 
the revitalization of the said period through fulfilling their coordinate function to pass on the needs and 
efforts of a school to the region and vice versa and also fulfilling their management function together with 
school teachers. 
　Further it has been shown that the key roles of regional coordinators in revitalizing the period of 
integrated study are to share the information on regional human resources with other schools as well as 
their own school in collaboration with school teachers and to strategically secure regional human 
resources with making a full-year plan on the said period at the beginning of each financial year.
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
学校のルールを守る児童生徒が増えた .92 -.03 -.02 .00
自分自身に自信をもち、前向きに取り組む児童生徒が増えた .86 -.04 .01 .06
自分の意見などを分かりやすく述べることができる児童生徒が増えた .80 .01 -.04 .06
しっかりとしたあいさつができる児童生徒が増えた .63 .10 .15 -.03
地域のボランティア活動や行事に参加する児童生徒が増えた .53 .11 .00 .19
地域の行事に参加したり、地域に関心を示したりする教職員が増えた .11 .88 -.06 -.16
教職員どうしのコミュニケーションが活発になった .09 .78 -.01 -.05
地域素材を生かした幅広い教育活動を実施する教職員が増えた -.05 .77 -.05 .16
積極的にボランティアを依頼する教職員が増えた -.19 .67 .20 .22
自分がコーディネートしている学校に貢献している -.02 -.12 .94 .00
全般的にうまくいっている -.12 -.03 .75 .23
自分自身の生きがいや自己実現につながっている .13 .15 .71 -.21
地域の教育力が向上し、地域の活性化につながっている .23 .06 .51 .04
児童生徒や学校に対する理解が深まり、学校に協力的な住民が増えた .05 .08 -.08 .82
地域の子どもたちを地域全体で育てていこうとする意識が広がった .08 -.01 .03 .79
学校を支援するボランティアの人数が増えた -.01 -.07 .16 .70
地域づくり・まちづくりに対する機運が高まった .28 -.02 -.09 .65
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ － .60 .50 .67
























































自然体験や社会体験など、様々な体験活動を行うことができる .91 -.08 -.05
地域の特性や学校の創意工夫を生かした、特色ある教育が展開できる .85 -.07 .01
教科で学んだ知識や技能を、実際の場面で活用できるようになる .74 .05 .03
保護者や地域住民との連携・協働を強めるチャンスである .73 .08 -.02
文部科学省で、育成すべき資質・能力を明確に示すべきである -.06 .81 -.05
文部科学省で、指導内容や学習活動を明確に示すべきである .04 .74 -.04
国語や算数・数学など教科の学習を、もっと重視すべきである .03 .61 -.11
教科の時間が減っており、基礎的・基本的な内容の学習がおろそかになる .03 .59 .02
総合的学習を担当する専門の先生を置くべきである -.02 .54 .04
教材作成や打合せなど授業の準備に時間がかかり、教職員の負担が大きくて大変だ -.12 .51 .10
総合的学習は単なる体験になっており、教科との関連が不十分で学力が身に付かない .09 .51 .09
教職員は、地域コーディネーターの意見や要望をきいたり、とり入れたりしながら取り組んでいる -.06 -.04 .94
教職員は、地域コーディネーターと事前・事中・事後に丁寧に打合せをしながら取り組んでいる .00 .01 .90
総合的学習は、全般的に成功している .30 .10 .44
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
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